
目標事業量等設定事業について

評価 ページ

C 2

目標事業量設定事業④ A 3

目標事業量設定事業⑤ A 4

目標事業量設定事業⑥ C 4

目標事業量設定事業⑦ A 5

目標事業量設定事業⑧ A 5

目標事業量設定事業⑨ A 6

新規事業（A評価事業） A 7

B評価事業 B 7

C評価事業 C 8

目標事業量設定事業
①～③

事業種別

№33ファミリー・サポート・センターの充実
（ファミリー・サポート・センター事業）
№34放課後児童会の運営
（放課後児童健全育成事業（放課後児童会））

№90子育て応援ステーション事業の充実
（子育て応援ステーション事業の充実）

事業名
№31保育所・こども園における保育サービスの充実
①通常保育事業＋時間外保育事業（7時から18時）
②延長保育事業
③一時預かり事業

№35休日保育の充実（休日保育事業）

№39病児・病後児保育の充実（病児・病後児保育事業）

№16青少年有害図書の指定

№37幼稚園・こども園における預かり保育の充実
（幼稚園・こども園預かり保育事業）

№43こどもセンターの充実
№44つどいの広場（きらっ子ルーム）の充実
（地域子育て支援拠点事業）
№101利用者支援事業（子育て支援コンシェルジュ）の実施

資料２ 
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事業名 №31　保育所・こども園における保育サービスの充実
（目標事業量設定事業） ①通常保育事業＋時間外保育事業（7時から18時）

②延長保育事業
③一時預かり事業

事業概要 ◆待機児童ゼロを目指し、保育定員を増やします。
◆一時預かりを行う施設を、7か所に拡大します。
◆24時までの受け入れ態勢がある施設を、拡大します。

22年度 26年度
★通常保育定員 1,585人 1,711人
★延長保育（19時まで） 15か所 16か所
★延長保育（20時まで） 1か所 3か所
★延長保育（24時まで） 1か所 3か所
★一時預かり定員 60人 105人

平成26年度事業目標

◆袖ケ浦こども園の開設・運営します。

成果
22年度

実施状況
23年度

実施状況
24年度

実施状況
25年度

実施状況
26年度

実施状況
26年度

目標事業量
達成率

15か所 15か所 16か所 17か所 17か所 16か所
定員1,585人定員1,605人定員1,721人定員1,801人定員1,811人定員1,711人

②延長保育事業

時間
22年度

実施状況
23年度

実施状況
24年度

実施状況
25年度

実施状況
26年度

実施状況
26年度

目標事業量
達成率

15か所 15か所 16か所 17か所 17か所 16か所
定員1,585人定員1,605人定員1,721人定員1,801人定員1,811人定員1,711人

1か所 1か所 1か所 2か所 2か所 3か所
定員90人 定員90人 定員90人 定員170人 定員170人 定員330人

1か所 1か所 1か所 2か所 2か所 3か所
定員90人 定員90人 定員90人 定員170人 定員170人 定員330人

③一時預かり事業
22年度

実施状況
23年度

実施状況
24年度

実施状況
25年度

実施状況
26年度

実施状況
26年度

目標事業量
達成率

4か所 4か所 5か所 6か所 7か所 7か所
定員60人 定員60人 定員75人 定員90人 定員105人 定員105人

課題

今後の方向性

◆認可外保育施設の利用者に対する助成を継続して行います。

19時以上
20時未満
20時以上
22時未満

【具体的目標】

評価 C

◆「習志野市こども園整備と既存市立幼稚園・保育所の再編計画　第2期計画」の着
実な実施をします。

◆認可外保育施設の利用者に対する保育料の助成を継続して行います。

①通常保育事業＋時間外保育事業（7時から18時）

106%

100%

◆就労形態の多様化に伴い、保育時間を延長して児童を預けられる環境に対応する
ため、通常保育に加え、引き続き保育を実施することで、安心して子育てができる環境
を整備し、もって児童の福祉の向上に寄与しました。
◆保育所等を利用していない家庭においても、日常生活上の突発的な事情や社会参
加などにより、一時的に家庭での保育が困難な場合やリフレッシュ等のため、子どもを
一時的に預かることで、安心して子育てができる環境を整備し、保護者の心理的・身体
的負担の軽減に寄与することができました。

106%

52%

52%

◆「習志野市こども園整備と既存市立幼稚園・保育所の再編計画　第2期計画」に基
づき、奏の杜地区への民間認可保育所の誘致を行いました。

◆2つの計画を着実に実施していくための管理体制の構築と財源の確保が必要です。

◆「習志野市こども園整備と既存市立幼稚園・保育所の再編計画　第2期計画」及び
「習志野市子ども・子育て支援事業計画」を着実に推進し、計画的に待機児童の解消
を図ります。

18時以上
19時未満
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事業名 №33　ファミリー・サポート・センターの充実
（目標事業量設定事業） （ファミリー・サポート・センター事業）

事業概要

平成26年度事業目標

成果 22年度
実施状況

23年度
実施状況

24年度
実施状況

25年度
実施状況

26年度
実施状況

26年度
目標事業量

達成率

1か所 1か所 1か所 1か所 1か所 1か所 100%

課題

今後の方向性

◆多様化する利用会員のニーズに応え、提供会員の高齢化に対応するため、広報等
により制度の周知を図り、新たな提供会員の確保に努めます。
◆親子が安心して利用できる事業運営を実施するため、研修会・交流会等により、会
員の制度の理解と意識の向上を図ります。

◆保育所の一時預かり事業が利用が困難な中で、ファミリー・サポート・センター機能
を活用した一時預かり事業を拡大することで、在宅で乳幼児を育てる保護者の支援に
努めることができました。
◆市独自の事業であるショートステイを実施し、身内の援助の難しい家庭に支援を行
いました。
◆ファミリー・サポート・センター事業の周知及び相互援助のコーディネートを行うこと
により、子育てを地域で支えあう機運の醸成に寄与しました。
◆利用会員のニーズの需要の増加や多様化、また、奏の杜地区の人口増加に伴う利
用者の増加により、さらに提供会員の確保に努める必要があります。
◆相互援助が円滑に進められるよう、制度の仕組み等について会員へきめ細やかな
説明を行うとともに、研修会等による会員の意識の向上に努める必要があります。

評価 A
◆ファミリー・サポート・センターの育児・家事支援に加えて、ショートステイ（児童の宿
泊を伴う預かり）支援を行い、ファミリー・サポート・センター機能を充実するとともに、提
供会員の確保に努めます。

◆これまで利用の少なかったショートステイ事業について、身内の援助の受けられない
家庭等に配慮し、適切な判断のもと、柔軟に対応していく必要があります。

◆現在2か所で実施している一時預かり事業（ファミ・サポる～む）を全てのこども園こど
もセンターにおいても実施し、在宅で子育てを行っている家庭を支援します。
◆多様化する利用会員のニーズに応え、広報等により制度の周知を図り、新たな提供
会員の確保に努めます。
◆親子が安心して利用できる事業運営を実施するため、研修会・交流会等により、会
員の制度の理解と意識の向上を図ります。
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事業名 №34　放課後児童会の運営
（目標事業量設定事業） （放課後児童健全育成事業（放課後児童会））
事業概要

◆障害のある児童については、引き続き6年生まで受け入れます。
◆障害のある児童がいる放課後児童会には、指導員を加配します。

平成26年度事業目標

◆谷津児童会を分割します。
◆指導員の研修を実施します。

成果 22年度
実施状況

23年度
実施状況

24年度
実施状況

25年度
実施状況

26年度
実施状況

26年度
目標事業量

達成率

19か所 19か所 19か所 21か所 22か所 22か所 100%

課題

今後の方向性

◆秋津児童会を分割します。
◆職員の研修を実施します。

事業名 №35　休日保育の充実
（目標事業量設定事業） （休日保育事業）
事業概要 ◆休日保育を継続して実施するとともに、実施施設を拡大します。
平成26年度事業目標

成果 22年度
実施状況

23年度
実施状況

24年度
実施状況

25年度
実施状況

26年度
実施状況

26年度
目標事業量

達成率

1か所 1か所 1か所 1か所 1か所 3か所
定員90人 定員90人 定員90人 定員90人 定員90人 定員330人

課題

今後の方向性

◆各児童会において、希望する小学校1年生から3年生までの児童を受け入れます。

◆入会を希望する児童(１～３年生及び障害のある児童については６年生まで)を受け
入れます。

◆放課後児童健全育成事業の設備及び運営について条例を制定します。
◆小学校６年生までの受入を検討するにあたり、ニーズ調査を実施します。

◆児童に適切な遊び及び生活の場を与えて、健全な育成を図りました。
◆谷津児童会を分割、谷津第二児童会を開設し、適正な児童数としました。

評価 A

0%

◆実施施設は１か所にとどまっていますが、利用希望者に対してもれなくサービスを提
供することができました。

◆休日保育に対する需要があることは把握できましたが、施設機能部分や保育士の
確保といった問題により、事業実施の段階までは至りませんでした。

◆保育士の確保や施設機能の強化について民間保育事業者との調整を図ります。

◆児童福祉法の一部改正による、小学校6年生までの受入に対する施設整備、及び
職員配置について、迅速かつ確実な対応が必要です。

◆入会を希望する児童の内、小学１～３年生及び障害のある児童については６年生ま
でを全て受け入れます。また、小学４～６年生の入会を希望する児童につきましては、
定員内に限り、受け入れてまいります。
◆受入対象児童の拡大に対し、習志野市子ども・子育て支援事業計画に基づく施設
整備と、職員の配置に取り組みます。

評価 C

◆休日保育に対する需要を把握した上で、実施か所数の増加に向けた方策について
検討します。
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事業名 №37　幼稚園・こども園における預かり保育の充実
（目標事業量設定事業） （幼稚園・こども園預かり保育事業）
事業概要 ◆幼稚園・こども園で、預かり保育を継続して実施します。
平成26年度事業目標 ◆保護者のニーズを把握し、預かり保育の実施内容について充実を図ります。

成果 22年度
実施状況

23年度
実施状況

24年度
実施状況

25年度
実施状況

26年度
実施状況

26年度
目標事業量

達成率

15か所 15か所 15か所 15か所 14か所

12か所（市立
幼稚園の再編
及び私立化に

伴う減少）

100%

課題

今後の方向性

事業名 №39　病児・病後児保育の充実
（目標事業量設定事業） （病児・病後児保育事業）
事業概要

平成26年度事業目標

成果 22年度
実施状況

23年度
実施状況

24年度
実施状況

25年度
実施状況

26年度
実施状況

26年度
目標事業量

達成率

2か所 2か所 2か所 2か所 2か所 2か所
定員8人 定員8人 定員8人 定員8人 定員8人 定員8人

課題

今後の方向性

評価 A

◆子どもが病気の時に、家庭の事情や仕事の都合等で育児が困難な期間に医療機
関に付設された市内2か所の施設で、施設間の連携を図りながら事業を実施します。
◆保育所等に新規で入所する児童の保護者に対して、チラシやリーフレットの配布・
広報活動等によって、事業の周知を図ります。
◆制度が円滑に利用できるよう、施設との情報共有、連携に努めます。

100%

◆保護者が仕事などで家庭での看護が困難な子育て家庭を支援することで、子育て
と仕事の両立を支援しました。
◆病児・病後児施設との連絡会議の開催により、行政との情報の共有だけでなく、実
施機関同士の情報の共有、理解を深めることができました。

◆「習志野市こども園整備と既存市立幼稚園・保育所の再編計画　第1期計画」に基
づき、市立実籾幼稚園・つくし幼稚園を私立化する予定でしたが、国から「子ども・子
育て支援新制度」の詳細が示されず、制度自体に大きな変化が予想されたため、両幼
稚園の私立化を延期しました。現在、「習志野市こども園整備と既存市立幼稚園・保育
所の再編計画　第2期計画」（平成25年12月策定）に基づき、私立化の準備を進めて
います。
◆学級担任と預かり保育担当者が連携して、幼児の１日の生活リズムを考慮し、心身
に無理のない活動内容で実施することができました。
◆教育課程に係る教育時間の活動内容との関連を考慮して実施することができまし
た。

◆幼児の心身の負担への配慮と保護者のニーズを考慮した実施内容の検討が必要
です。

◆保護者のニーズに対応するため、預かり保育の利用時間を1時間拡大して、午後2
時から午後5時までとするとともに、教育課程に基づく預かり保育の実施内容の充実を
図ります。

評価 A

◆利用者が制度を円滑に利用できるよう、今後も施設との連携、情報共有に努める必
要があります。

◆子育て中の保護者が子育てに関する情報を的確に得られるよう、様々な媒体を活
用し、病児・病後児保育事業の周知を行います。
◆新たに保育所に入所する児童の保護者に対し、パンフレットを配布し、事業周知を
行います。
◆病児・病後児保育の利用を必要とする保護者が、利用方法等を理解し、活用するこ
とで、保護者の子育てと就労等の両立を支援します。
◆制度が円滑に利用できるよう、引き続き病児・病後児施設との連絡会議を開催し、情
報共有に努めます。
◆平成27年度から定員を2人増やして10人とし、「子ども・子育て支援事業計画」の必
要量を確保します。
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事業名 №43　こどもセンターの充実
（目標事業量設定事業） №44　つどいの広場（きらっ子ルーム）の充実

（地域子育て支援拠点事業）
事業概要

平成26年度事業目標

成果 （こどもセンター）
22年度

実施状況
23年度

実施状況
24年度

実施状況
25年度

実施状況
26年度

実施状況
26年度

目標事業量
達成率

2か所 2か所 3か所 3か所 4か所 4か所 100%
（きらっ子ルーム）

22年度
実施状況

23年度
実施状況

24年度
実施状況

25年度
実施状況

26年度
実施状況

26年度
目標事業量

達成率

2か所 2か所 2か所 2か所 2か所 2か所 100%

課題

今後の方向性

評価 A
◆子どもと親が自由に遊び交流する場として、子育てに関する情報提供、小児科医等
による育児相談、乳幼児を対象とした学習会、公民館等、地域に出向いた育児講座
等の行事を行い、また土曜日に開館することで、父親の育児参加を促します。
◆商店街の空き店舗やマンションの一室を活用し、主に乳幼児を持つ親と子どもが気
軽に集い、打ち解けた雰囲気の中で語り合いながら交流を図り、育児相談等を行う場
を提供することにより、孤立しがちな子育て家庭の負担軽減を図ります。
◆子育て家庭のニーズに応えた育児支援や情報提供が行えるよう、創意工夫により
サービスの充実に努めます。
◆ボランティア等との連携により子育てを支援していけるよう、その活用方法を検討しま
す。

◆保育士による見守りや声掛け、保護者からの相談に対応し、育児不安の解消につ
ながりました。
◆土曜日の開館により、父親や共働き家庭の利用が図られました。
◆きらっ子ルームやつは、土日に開館していることにより、父親や共働き家庭の利用が
増加しています。

◆子育て支援コンシェルジュ（利用者支援事業）を全てのこどもセンターときらっ子
ルームで実施することで、子育て家庭のニーズに応えた育児支援や情報提供を行い
ます。
◆一時預かりファミリー・サポート・センター事業（ファミサポる～む）をきらっ子ルームお
おくぼで引き続き実施するとともに、全てのこどもセンターで実施します。
◆地域（ボランティア等）との連携により子育てを支援していけるよう、その活用方法を
検討します。
◆こどもセンター（鷺沼）の建て替えに向け、建物の解体工事設計を行います。

◆ボランティアによるイベント・ミニ講座等を積極的に開催し、両施設ともに利用者が増
加しています。
◆こどもセンター等連絡会議を開催し、こども園こどもセンター、きらっ子ルームの施設
間での情報共有を図ることができました。

◆現在、こどもセンター（鷺沼）が暫定施設使用のため、施設の現状に合わせた事業
内容とする必要があります。
◆地域ボランティアとの連携により、講習やイベントなどをさらに充実していく必要があ
ります。
◆子育てに関する情報の充実に努めるほか、利用者の視点に立った利用しやすい施
設運営を行う必要があります。
◆施設数が増えていることから、施設によって取り扱いが異ならないよう、同じ地域子
育て支援拠点として、今後はさらに施設間の情報共有、連携に努めていく必要があり
ます。

◆平成26年度新たなこどもセンターのオープンに向けて、袖ケ浦こども園の施設を完
成させます。

◆袖ケ浦こども園新園舎完成に伴い、新たに袖ケ浦地区にこどもセンターを開設しま
した。
◆こどもセンター職員（保育士、保健師）による育児相談を実施し、子育て中の保護者
の育児不安の解消につながりました。
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事業名
（新規事業） （新規）
事業概要

平成26年度事業目標

成果 （相談件数）
25年度

実施状況
26年度

実施状況
― 45件

課題

◆国の動向を注視し、情報共有を図る必要があります。

今後の方向性

事業名 №90　子育て応援ステーション事業の充実
（B評価事業） （子育て応援ステーション事業の充実）
事業概要

平成26年度事業目標

成果 （協力店舗）
25年度

実施状況
26年度

実施状況
13店舗 13店舗

課題

今後の方向性

◆授乳やおむつ交換の場を提供していただける子育て応援ステーションの協力店舗
を更に増やしていく必要があります。

◆授乳やおむつ交換の場を提供してくれる事業者を少しずつ増やしていくことで、子
育て中の家族が安心して外出することのできる環境の更なる整備を図ります。
◆地域で子育てがしやすい環境づくりのため、イベントや災害時に使用できるおむつ
替えや授乳時に使用できるテントを整備します。
◆千葉県が実施している「子育て応援！チーパス事業」について、県と連携しながら
周知を図ります。

№101　利用者支援事業（子育て支援コンシェルジュ）の実施
評価 A

◆乳幼児を連れて、安心して外出できる環境を整えるため、授乳やおむつ交換ができ
る場を整備していくとともに、地域力を活用した子育て家庭への支援施策を検討しま
す。

◆授乳やおむつ交換の場を提供してくれる事業者を少しずつ増やしていくことで、子
育て中の家族が安心して外出することのできる環境の更なる整備を図ります。
◆地域力を活用した子育て家庭への支援施策を検討し、制度の更なる拡充を図りま
す。
◆千葉県が平成24年7月から実施している「子育て応援！チーパス事業」と連携しな
がら周知を図ります。

◆子育て応援ステーション協力店の周知を行うことで、乳幼児連れの家族が安心して
外出できる環境が整備されました。

評価 B

◆市内の全てのこどもセンターときらっ子ルームで実施し、子どもに係る情報提供や相
談、関係機関につなげるとともに、情報共有を図ります。

◆一人ひとりの子どもが健やかに成長することができる地域社会の実現に寄与するた
め、子ども及びその保護者等または妊婦にとって身近な場所で、市が認定した子育て
支援コンシェルジュが子どもに関するサービスや制度に係る相談や情報提供、必要に
応じて関係機関につなげます。

◆平成27年度の本格実施に向け、平成26年7月より東習志野こども園こどもセンター
において、市が認定した子育て支援コンシェルジュが子どもに関するサービスや制度
に係る相談や情報提供、必要に応じて関係機関につなげます。

◆子どもと保護者が、身近で気軽に立ち寄れるこどもセンターにおいて、市の所定の
研修（講座）を修了した子育て支援コンシェルジュから情報提供を受け、更に相談から
関係機関につなげることで、子育てへの安心感につながりました。

◆平成27年度からの本格実施に向け、サポート体制を明確にする必要があります。
◆子育て支援コンシェルジュの研修を定期的に行う必要があります。
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事業名 №16　青少年有害図書の指定
（C評価事業）
事業概要 ◆青少年にとって有害な図書について、審議のうえ指定します。

平成26年度事業目標

成果 （指定図書数）
25年度

実施状況
26年度

実施状況
6冊 0冊

課題

今後の方向性 ◆有害図書審議会のあり方について、存続を検討していきます。

◆市内書店等において、有害とみられる図書の陳列等はないか、本年10月に担当職
員が現地調査を行ったが、有害と思われる図書の陳列はなく、区分分けされた陳列が
徹底されていました。

◆有害図書と指定する媒体について、現行では図書のみですが、県条例を参考に図
書以外にもビデオやDVDなども指定媒体とするか否か等について、見直しを含めた検
討が必要です。

◆習志野市有害図書規制に関する条例について、現行の条例では、必ずしも時代に
即した条例とは言えない条文が見られるため、平成27、28年度にて検討する必要があ
ります。

評価 C

8



（別紙）４．目標事業量に係る実績
事業名 №31　保育所・こども園における保育サービスの充実

（通常保育事業＋時間外保育事業（7時から18時））
事業概要 ◆待機児童ゼロを目指し、保育定員を増やします。

◆一時預かりを行う施設を、7か所に拡大します。
◆24時までの受け入れ態勢がある施設を、拡大します。
【具体的目標】　　　　　　　　22年度         　 26年度
★通常保育定員  　　　　　  1,585人    ⇒    1,711人
★延長保育（19時まで）　　15か所     ⇒    16か所
★延長保育（20時まで）　　  1か所     ⇒     3か所
★延長保育（24時まで）　　  1か所     ⇒　   3か所
★一時預かり定員　　　　　　  60人      ⇒     105人

平成26年度事業目標

◆袖ケ浦こども園の開設・運営します。

成果
22年度

実施状況
23年度

実施状況
24年度

実施状況
25年度

実施状況
26年度

実施状況
26年度

目標事業量
達成率

15か所 15か所 16か所 17か所 17か所 16か所
定員1,585人定員1,605人定員1,721人定員1,801人定員1,811人定員1,711人

（延長保育事業）
22年度

実施状況
23年度

実施状況
24年度

実施状況
25年度

実施状況
26年度

実施状況
26年度

目標事業量
達成率

15か所 15か所 16か所 17か所 17か所 16か所
定員1,585人定員1,605人定員1,721人定員1,801人定員1,811人定員1,711人

1か所 1か所 1か所 2か所 2か所 3か所
定員90人 定員90人 定員90人 定員170人 定員170人 定員330人

1か所 1か所 1か所 2か所 2か所 3か所
定員90人 定員90人 定員90人 定員170人 定員170人 定員330人

（一時預かり事業）
22年度

実施状況
23年度

実施状況
24年度

実施状況
25年度

実施状況
26年度

実施状況
26年度

目標事業量
達成率

4か所 4か所 5か所 6か所 7か所 7か所
定員60人 定員60人 定員75人 定員90人 定員105人 定員105人

課題

今後の方向性

◆認可外保育施設の利用者に対する助成を継続して行います。

◆「習志野市こども園整備と既存市立幼稚園・保育所の再編計画　第2期計画」及び
「習志野市子ども・子育て支援事業計画」を着実に推進し、計画的に待機児童の解消
を図ります。

評価 C

◆就労形態の多様化に伴い、保育時間を延長して児童を預けられる環境に対応する
ため、通常保育に加え、引き続き保育を実施することで、安心して子育てができる環境
を整備し、もって児童の福祉の向上に寄与しました。
◆保育所等を利用していない家庭においても、日常生活上の突発的な事情や社会
参加などにより、一時的に家庭での保育が困難な場合やリフレッシュ等のため、子ども
を一時的に預かることで、安心して子育てができる環境を整備し、保護者の心理的・身
体的負担の軽減に寄与することができました。

◆「習志野市こども園整備と既存市立幼稚園・保育所の再編計画　第2期計画」の着
実な実施をします。

◆認可外保育施設の利用者に対する保育料の助成を継続して行います。

（通常保育事業＋時間外保育事業（7時から18時）

106%

52%

106%

100%

◆「習志野市こども園整備と既存市立幼稚園・保育所の再編計画　第2期計画」に基
づき、奏の杜地区への民間認可保育所の誘致を行いました。

52%

◆2つの計画を着実に実施していくための管理体制の構築と財源の確保が必要で
す。
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事業名 №33　ファミリー・サポート・センターの充実
（ファミリー・サポート・センター事業）

事業概要

平成26年度事業目標

成果 22年度
実施状況

23年度
実施状況

24年度
実施状況

25年度
実施状況

26年度
実施状況

26年度
目標事業量

達成率

1か所 1か所 1か所 1か所 1か所 1か所 100%

課題

今後の方向性 ◆現在2か所で実施している一時預かり事業（ファミ・サポる～む）を全てのこども園こ
どもセンターにおいても実施し、在宅で子育てを行っている家庭を支援します。
◆多様化する利用会員のニーズに応え、広報等により制度の周知を図り、新たな提供
会員の確保に努めます。
◆親子が安心して利用できる事業運営を実施するため、研修会・交流会等により、会
員の制度の理解と意識の向上を図ります。

◆利用会員のニーズの需要の増加や多様化、また、奏の杜地区の人口増加に伴う利
用者の増加により、さらに提供会員の確保に努める必要があります。
◆相互援助が円滑に進められるよう、制度の仕組み等について会員へきめ細やかな
説明を行うとともに、研修会等による会員の意識の向上に努める必要があります。
◆これまで利用の少なかったショートステイ事業について、身内の援助の受けられな
い家庭等に配慮し、適切な判断のもと、柔軟に対応していく必要があります。

◆市独自の事業であるショートステイを実施し、身内の援助の難しい家庭に支援を行
いました。
◆ファミリー・サポート・センター事業の周知及び相互援助のコーディネートを行うこと
により、子育てを地域で支えあう機運の醸成に寄与しました。

評価 A

◆保育所の一時預かり事業が利用が困難な中で、ファミリー・サポート・センター機能
を活用した一時預かり事業を拡大することで、在宅で乳幼児を育てる保護者の支援に
努めることができました。

◆ファミリー・サポート・センターの育児・家事支援に加えて、ショートステイ（児童の宿
泊を伴う預かり）支援を行い、ファミリー・サポート・センター機能を充実するとともに、提
供会員の確保に努めます。
◆多様化する利用会員のニーズに応え、提供会員の高齢化に対応するため、広報等
により制度の周知を図り、新たな提供会員の確保に努めます。
◆親子が安心して利用できる事業運営を実施するため、研修会・交流会等により、会
員の制度の理解と意識の向上を図ります。
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事業名 №34　放課後児童会の運営
（放課後児童健全育成事業（放課後児童会））

事業概要
◆障害のある児童については、引き続き6年生まで受け入れます。
◆障害のある児童がいる放課後児童会には、指導員を加配します。

平成26年度事業目標

◆谷津児童会を分割します。
◆指導員の研修を実施します。

成果 22年度
実施状況

23年度
実施状況

24年度
実施状況

25年度
実施状況

26年度
実施状況

26年度
目標事業量

達成率

19か所 19か所 19か所 21か所 22か所 22か所 100%

課題

今後の方向性

◆秋津児童会を分割します。
◆職員の研修を実施します。

◆入会を希望する児童の内、小学１～３年生及び障害のある児童については６年生ま
でを全て受け入れます。また、小学４～６年生の入会を希望する児童につきましては、
定員内に限り、受け入れてまいります。
◆受入対象児童の拡大に対し、習志野市子ども・子育て支援事業計画に基づく施設
整備と、職員の配置に取り組みます。

A評価

◆谷津児童会を分割、谷津第二児童会を開設し、適正な児童数としました。

◆児童福祉法の一部改正による、小学校6年生までの受入に対する施設整備、及び
職員配置について、迅速かつ確実な対応が必要です。

◆各児童会において、希望する小学校1年生から3年生までの児童を受け入れます。

◆入会を希望する児童(１～３年生及び障害のある児童については６年生まで)を受け
入れます。

◆放課後児童健全育成事業の設備及び運営について条例を制定します。
◆小学校６年生までの受入を検討するにあたり、ニーズ調査を実施します。

◆児童に適切な遊び及び生活の場を与えて、健全な育成を図りました。
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事業名 №35　休日保育の充実
（休日保育事業）

事業概要 ◆休日保育を継続して実施するとともに、実施施設を拡大します。
平成26年度事業目標

成果 22年度
実施状況

23年度
実施状況

24年度
実施状況

25年度
実施状況

26年度
実施状況

26年度
目標事業量

達成率

1か所 1か所 1か所 1か所 1か所 3か所
定員90人 定員90人 定員90人 定員90人 定員90人 定員330人

課題

今後の方向性

事業名 №37　幼稚園・こども園における預かり保育の充実
（幼稚園・こども園預かり保育事業）

事業概要 ◆幼稚園・こども園で、預かり保育を継続して実施します。
平成26年度事業目標 ◆保護者のニーズを把握し、預かり保育の実施内容について充実を図ります。

成果 22年度
実施状況

23年度
実施状況

24年度
実施状況

25年度
実施状況

26年度
実施状況

26年度
目標事業量

達成率

15か所 15か所 15か所 15か所 14か所

12か所（市立
幼稚園の再編
及び私立化に

伴う減少）

100%

課題

今後の方向性

◆保育士の確保や施設機能の強化について民間保育事業者との調整を図ります。

◆休日保育に対する需要があることは把握できましたが、施設機能部分や保育士の
確保といった問題により、事業実施の段階までは至りませんでした。

◆「習志野市こども園整備と既存市立幼稚園・保育所の再編計画　第1期計画」に基
づき、市立実籾幼稚園・つくし幼稚園を私立化する予定でしたが、国から「子ども・子
育て支援新制度」の詳細が示されず、制度自体に大きな変化が予想されたため、両
幼稚園の私立化を延期しました。現在、「習志野市こども園整備と既存市立幼稚園・
保育所の再編計画　第2期計画」（平成25年12月策定）に基づき、私立化の準備を進
めています。

評価 C

0%

◆休日保育に対する需要を把握した上で、実施か所数の増加に向けた方策について
検討します。

評価 A

◆教育課程に係る教育時間の活動内容との関連を考慮して実施することができまし
た。

◆学級担任と預かり保育担当者が連携して、幼児の１日の生活リズムを考慮し、心身
に無理のない活動内容で実施することができました。

◆幼児の心身の負担への配慮と保護者のニーズを考慮した実施内容の検討が必要
です。

◆保護者のニーズに対応するため、預かり保育の利用時間を1時間拡大して、午後2
時から午後5時までとするとともに、教育課程に基づく預かり保育の実施内容の充実を
図ります。

◆実施施設は１か所にとどまっていますが、利用希望者に対してもれなくサービスを提
供することができました。
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事業名 №39　病児・病後児保育の充実
（病児・病後児保育事業）

事業概要

平成26年度事業目標

成果 22年度
実施状況

23年度
実施状況

24年度
実施状況

25年度
実施状況

26年度
実施状況

26年度
目標事業量

達成率

2か所 2か所 2か所 2か所 2か所 2か所
定員8人 定員8人 定員8人 定員8人 定員8人 定員8人

課題

今後の方向性

◆制度が円滑に利用できるよう、引き続き病児・病後児施設との連絡会議を開催し、
情報共有に努めます。
◆平成27年度から定員を2人増やして10人とし、「子ども・子育て支援事業計画」の必
要量を確保します。

◆病児・病後児保育の利用を必要とする保護者が、利用方法等を理解し、活用するこ
とで、保護者の子育てと就労等の両立を支援します。

評価 A

◆子育て中の保護者が子育てに関する情報を的確に得られるよう、様々な媒体を活
用し、病児・病後児保育事業の周知を行います。

◆制度が円滑に利用できるよう、施設との情報共有、連携に努めます。

◆病児・病後児施設との連絡会議の開催により、行政との情報の共有だけでなく、実
施機関同士の情報の共有、理解を深めることができました。

◆利用者が制度を円滑に利用できるよう、今後も施設との連携、情報共有に努める必
要があります。

100%

◆子どもが病気の時に、家庭の事情や仕事の都合等で育児が困難な期間に医療機
関に付設された市内2か所の施設で、施設間の連携を図りながら事業を実施します。
◆保育所等に新規で入所する児童の保護者に対して、チラシやリーフレットの配布・
広報活動等によって、事業の周知を図ります。

◆保護者が仕事などで家庭での看護が困難な子育て家庭を支援することで、子育て
と仕事の両立を支援しました。

◆新たに保育所に入所する児童の保護者に対し、パンフレットを配布し、事業周知を
行います。
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事業名 №43　こどもセンターの充実
№44　つどいの広場（きらっ子ルーム）の充実
（地域子育て支援拠点事業）

事業概要

平成26年度事業目標

成果 （こどもセンター）
22年度

実施状況
23年度

実施状況
24年度

実施状況
25年度

実施状況
26年度

実施状況
26年度

目標事業量
達成率

2か所 2か所 3か所 3か所 4か所 4か所 100%
（きらっ子ルーム）

22年度
実施状況

23年度
実施状況

24年度
実施状況

25年度
実施状況

26年度
実施状況

26年度
目標事業量

達成率

2か所 2か所 2か所 2か所 2か所 2か所 100%

課題

今後の方向性

◆地域（ボランティア等）との連携により子育てを支援していけるよう、その活用方法を
検討します。

◆子育て支援コンシェルジュ（利用者支援事業）を全てのこどもセンターときらっ子
ルームで実施することで、子育て家庭のニーズに応えた育児支援や情報提供を行い
ます。
◆一時預かりファミリー・サポート・センター事業（ファミサポる～む）をきらっ子ルーム
おおくぼで引き続き実施するとともに、全てのこどもセンターで実施します。

◆こどもセンター（鷺沼）の建て替えに向け、建物の解体工事設計を行います。

◆施設数が増えていることから、施設によって取り扱いが異ならないよう、同じ地域子
育て支援拠点として、今後はさらに施設間の情報共有、連携に努めていく必要があり
ます。

◆ボランティアによるイベント・ミニ講座等を積極的に開催し、両施設ともに利用者が増
加しています。

◆きらっ子ルームやつは、土日に開館していることにより、父親や共働き家庭の利用
が増加しています。

◆保育士による見守りや声掛け、保護者からの相談に対応し、育児不安の解消につ
ながりました。

◆ボランティア等との連携により子育てを支援していけるよう、その活用方法を検討し
ます。
◆平成26年度新たなこどもセンターのオープンに向けて、袖ケ浦こども園の施設を完
成させます。

◆袖ケ浦こども園新園舎完成に伴い、新たに袖ケ浦地区にこどもセンターを開設しま
した。

◆地域ボランティアとの連携により、講習やイベントなどをさらに充実していく必要があ
ります。
◆子育てに関する情報の充実に努めるほか、利用者の視点に立った利用しやすい施
設運営を行う必要があります。

◆現在、こどもセンター（鷺沼）が暫定施設使用のため、施設の現状に合わせた事業
内容とする必要があります。

◆こどもセンター職員（保育士、保健師）による育児相談を実施し、子育て中の保護者
の育児不安の解消につながりました。

◆子育て家庭のニーズに応えた育児支援や情報提供が行えるよう、創意工夫により
サービスの充実に努めます。

◆商店街の空き店舗やマンションの一室を活用し、主に乳幼児を持つ親と子どもが気
軽に集い、打ち解けた雰囲気の中で語り合いながら交流を図り、育児相談等を行う場
を提供することにより、孤立しがちな子育て家庭の負担軽減を図ります。

評価 A

◆土曜日の開館により、父親や共働き家庭の利用が図られました。

◆こどもセンター等連絡会議を開催し、こども園こどもセンター、きらっ子ルームの施
設間での情報共有を図ることができました。

◆子どもと親が自由に遊び交流する場として、子育てに関する情報提供、小児科医等
による育児相談、乳幼児を対象とした学習会、公民館等、地域に出向いた育児講座
等の行事を行い、また土曜日に開館することで、父親の育児参加を促します。
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事業名 №90　子育て応援ステーション事業の充実
（子育て応援ステーション事業の充実）

事業概要

平成26年度事業目標

成果 （協力店舗）
25年度

実施状況
26年度

実施状況
13店舗 13店舗

課題

今後の方向性

事業名
（新規）

事業概要

平成26年度事業目標

成果 （相談件数）
25年度

実施状況
26年度

実施状況
― 45件

課題

◆国の動向を注視し、情報共有を図る必要があります。

今後の方向性 ◆市内の全てのこどもセンターときらっ子ルームで実施し、子どもに係る情報提供や
相談、関係機関につなげるとともに、情報共有を図ります。

◆授乳やおむつ交換の場を提供してくれる事業者を少しずつ増やしていくことで、子
育て中の家族が安心して外出することのできる環境の更なる整備を図ります。
◆地域で子育てがしやすい環境づくりのため、イベントや災害時に使用できるおむつ
替えや授乳時に使用できるテントを整備します。
◆千葉県が実施している「子育て応援！チーパス事業」について、県と連携しながら
周知を図ります。

◆授乳やおむつ交換の場を提供していただける子育て応援ステーションの協力店舗
を更に増やしていく必要があります。

◆千葉県が平成24年7月から実施している「子育て応援！チーパス事業」と連携しな
がら周知を図ります。

◆子育て応援ステーション協力店の周知を行うことで、乳幼児連れの家族が安心して
外出できる環境が整備されました。

№101　利用者支援事業（子育て支援コンシェルジュ）の実施
評価 A

◆一人ひとりの子どもが健やかに成長することができる地域社会の実現に寄与するた
め、子ども及びその保護者等または妊婦にとって身近な場所で、市が認定した子育て
支援コンシェルジュが子どもに関するサービスや制度に係る相談や情報提供、必要に
応じて関係機関につなげます。

◆平成27年度の本格実施に向け、平成26年7月より東習志野こども園こどもセンター
において、市が認定した子育て支援コンシェルジュが子どもに関するサービスや制度
に係る相談や情報提供、必要に応じて関係機関につなげます。

◆子どもと保護者が、身近で気軽に立ち寄れるこどもセンターにおいて、市の所定の
研修（講座）を修了した子育て支援コンシェルジュから情報提供を受け、更に相談から
関係機関につなげることで、子育てへの安心感につながりました。

◆平成27年度からの本格実施に向け、サポート体制を明確にする必要があります。
◆子育て支援コンシェルジュの研修を定期的に行う必要があります。

評価 B

◆授乳やおむつ交換の場を提供してくれる事業者を少しずつ増やしていくことで、子
育て中の家族が安心して外出することのできる環境の更なる整備を図ります。
◆地域力を活用した子育て家庭への支援施策を検討し、制度の更なる拡充を図りま
す。

◆乳幼児を連れて、安心して外出できる環境を整えるため、授乳やおむつ交換ができ
る場を整備していくとともに、地域力を活用した子育て家庭への支援施策を検討しま
す。
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